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ｌ字単位の文字・記号に対応する点字のできるだけ速く読みとる練習を、パソコンを使って行えるソフト

ウェアを開発した。学習者として晴眼者・軽度の弱視者・視野狭窄者を想定していてレベルは初級程度で

ある。

FortheNonblindtomasterBrailleasfElstaspossible,wedevelopedasoftwareprogramtopractice

readingBraillepatternsonTVdisplay,whicharemadewithapersonalcomputerandappearatrandom

ThesystemisfOrbegginerstoleamBraillecorrespondingtoeachcharacterorsign．
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１．はじめに

筆者が１９９７年４月にこちらに転任してから２年弱

であるが、いまだに点字がスラスラとは読めない。実は

１年前頃からパーソナルコンピュータを用いて自分用の

点字学習ソフトの開発を始め、以来少しずつ改良を加え

一応まとまった形になってきたので公表する。

読できる晴眼者・軽度の弱視者・視野狭窄者を想定して

いる。

2．学習対象としている文字・記号'’２）

２．１か左（４６字）

・平が衣と片かなの区別はない。

あ゛い：う゛・え:、お・・

か.、き:、く゛：け:：こ･：

ざ：し:：す．；せ:；そ．；

た:・ち;・つ:：て!：と:：

を：に；ぬ:、ね１．の:・

は:、ひ１．ふ:：へ:：ほ:：

ま:：み；：む:；め弱も:ｉ

や.、ゆ.：よ･：

ら゛・り:．る゛：れ:：ろ.：

わ゜を.・ん.：

そこでオリジナル性が問題となるが、まわりの教官方に

聞いても心当たりがないとか、あるいは、当技短大のネ

ットワークによる視覚障害関連ソフトを検索しても見あ

たらないようなので、発表すること自体はそれなりの意

義はあると思う。多分、盲学校関連の教官方やボランテ

ィア・サークル等において現場に即して開発されたソフ

トウェアがあるはずで、ここで述べる内容と大同小異で

あろう。

本ソフトは、ｌ字単位（墨字*1）の文字・記号に対応す

る点字をできるだけ速く読みとる練習を、パソコンによ

り行うことを目的としている。ということは本格的に点

字文章を読んだり、あるいは、点訳するための技術を修

得するには専門家による指導を受けたり、あるいは、専

門家によるソフトウェアを使う必要がある。

２，２１蜀音（２０字）

．「点字・」を前に置く。

が．.、ぎ.:、ぐ．.：

ざ..：じ。:：ず..；

だ．:.ぢ゜1.づ゜:：

ば.:、び゜1．ぶ.:：

●
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●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
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で
べ
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●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

ご
ぞ
ど
ぼ

ユーザーとしては、パソコンの表示画面の像・文字を判

*ｌアルファベットや簡単な記号に対応する点字をいう。

*２２級英語は、頻繁に使用される複数のスペル（theやing等）に対応する点字としての略字・略語のことで約200語ある。
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２．３半濁音（５字）

．「点字．」を前に置く。

ば．:、ぴ．;・歩．:：ぺ．!：ぼ．:：

●

●

●

●

０
０

句
●
●
●

●
●

●

●

●

●

｡

●

●

●

●

●●●

２．８若干の記号・文字（４３字）３１．４１

・筆者が教材にしばしば使うもの。文中の＊は点字の

位置関係を理解するために付加した。

数字を示す点字．;＊

英小文字または夕|字符を表現する点字：＊

英大文字を表現する点字：．＊

ｕ集合の和．：ｎ集合の積．：

＊Ｅ属する＊:.＊ｃ含まれる＊:．．

、否定：，コンマ＊・＊

、読点＊：＊。句点＊.：

、ピリオド＊．：小数点＊・＊

，位取り＊．＊？（英語）＊:．

？（日本語）＊.．・中点・

ハイフン＊．.＊÷．..．

／分数．．＋・・

：－マイナス．・Ｖ。

●

×＊：・

＞．．．．＜、．．。

（＊）小カッコ：:＊:： “＊”引用符：.＊.：
●●●● ～波線＊....＊

：比..：コロン..

；セミコロン：＃：.：

＆：!：％：;．

＊星印．．.．＊アスタリスク：.．

｜＊｜絶対値！＊；；

，アポストロフィ．＊ Ｉ：．

２．４勤音（３６字）

．「点字．」を前に置く。（２１字）

きゃ゛.．きゅ..：きょ.･：

しや..：しゅ.．；しよ..；

ちゃ.:．ちゅ.:：ちよ．:：

にや゛：にゆ゛:、によ・:、

ひや。:、ひゅ.:：ひょ.:：

みや.:：みゅ.:；みよ.漁

りや.・・りゅ．.：りょ.．：

．濁音の勤音には「点字：」を前に置く。（１２字）

ぎゃ：.．ぎゅ：.：き・よ：.：

じゃ：.：じゅ：.；じょ：.；

ぢゃ：:.ぢゅ：:：ぢょ：:：

びゃ：:、びゅ：:：びょ：:：

.半濁音の勘音には「点字：」を前に置く。（３字）

ぴゃ：:、ぴゅ：:：ぴょ：:：

英語音（ｔ、ｄ）
●●－Qｐ●●

：。アイ｡：．

２．５

ティ

２．６数字（１０字）

．「点字.;」を前に置く。

0.1.：１．;、2.1：

5.1..6.1:、７．；:：

4.1.：

９．１．．

３.；.、

8.1:.

２．７アルファベット（２６字､１級英語*2）

･小文字は「点字：」を前に置く。
●

.ｂ：：ｃ： .。ｄ：．：ｅ：．ａ：

ｆ：:．ｇ：:：ｈ：:.ｉ：.．』：.：

ｋ：：ｌ：：ｍ：:．ｎ：:：。：:．

ｐ：：ｑ：！：ｒ：:.ｓ：:．ｔ：:：
●● ●

● ● ● ●● ●●

ｕ：．ｖ：：．ｗ：．：ｘ：．．ｙ：．：
●

Ｚ：．：

．大文字}よ「点字：．」を前に置く。

Ａ：．．Ｂ：．：Ｃ：． ・・Ｄ：．．：Ｅ

Ｆ：．：.Ｇ：．：：Ｈ：．：.’：．.．』

Ｋ：．：Ｌ：．！Ｍ：．:．Ｎ：．:：○

３．計算機の仕様と操作

・計算機NEC-96ZlXal3

・言語Ｎ88-曰本語BASlC(86)、MS-DOS版肌

・プログラム約５００行（８頁、３７Ｋバイト）

・起動法次のいづれかの方法により点字学習可能な

状態ルベル）になる。図１を参照。

１）ＤＯＳレベルから、,，ＴＥＮ”を入力する。

２）ＤＯＳレベルからＮ８８ＢＡＳＩＣを立ちあげ、

プログラム編集レベルで_ＴＥＮ、ＢＡＳを

ロード（ＬｏＡＤ）して、実行（ＲＵＮ）させる。

●
●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●
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＊=1-4,6

n88basicsystem
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[f･5](run/stop）load’'一te､.bas,,

プログラム編集 字種選択ＢＡＳＩＣ

図ｌ「簡易点字入門ソフト」の入力にたいするレベル遷移図

矩形内がレベルの状態を表し、コマンド（半角文字）または［＊］をキーインすると矢印の方向にレベルが遷移する。

・プログラム実行中（学習レベル）では以下の２つの状

態がある。図２を参照。

１）字種選択レベル：ファンクション・キーインによ

り対象になる文字種を選択する

２）点字表示レベル：エンター・キーインするごとに

画面いつぱいに３つの点字パターンが、それぞれ左

中・右の位置に表示される

・表示される点字はすべてが異なるようにランダムに選

択される。

・ファンクション・キーにより選択ざれ対象となったす

べての墨字が下方に赤字で示される。原則として「画

面・右」の点字に対応する前記の墨字が「白字」に変化

する。２つの点字が対象となる場合は「画面・中」も対

象となる（勧音・濁音・半濁音)。「画面・左」は「かな」

あるいは「英字」等と解釈すればよく、文字間隔の学習

に役立つ。

.読み終えた墨字はエンターキーインにより赤字の「中

点・」に置き換えられ次の３つの点字が表示される。す

なわちまだ読みだされていない点字に対応する墨字は

｢赤字」のまま残る。

．－つの選択字種にたいしエンターキーインの回数が

(デフォルトで）５１に設定されており５１回目になる

と自動的に終了して「字種選択レベル」に戻る。

・１回目のエンターキーイン時と５１回目のキーイン時

が、終了時（字種選択レベル）に表示され、さらに１回

当たりの平均エンターキーイン時間も表示される。

[ｆ・ｌ］：記号・文字（"２．８，，で示されている)。

[ｆ・２］：数字０．４．６．８のみを対象。相互に

紛らわしいパターンなので早く習熟するためにある。

[ｆ・３］：数字。

[ｆ・４］：ユーザが任意の記号・文字を対象として設

定できる。ただしＢＡＳＩＣ言語を知っている必要

がある。

[ｆ・５］：点字学習の実行が中止され（ＳＴＯＰコマ

ンド)、プログラム編集レベルとなる（ＢＡＳＩＣ

言語)。

[ｆ・６］：かな。

[ｆ・７］：英字。

[ｆ・８］：批音（濁音・半濁音は除く）。

[ｆ・９］：濁音・半濁音。

[ｆ・１０］：かなＭ１音・濁音・半濁音の混合。

４．２プログラム編集レベル

[ｆ・５］：点字学習の実行に入り、字種選択レベル

となる（ＲＵＮコマンド)。

[ｖｆ・’］：ＤＯＳレベルに戻る（ＳＹＳＴＥＭ

コマンド)。

[ｖｆ・３］：画面をクリアする（ＣＬＳコマンド)。

[ｖｆ・５］：行番号の整頓（ＲＥＭコマンド)。

[ｆ・ｉ］：ｉ＝１～４

[ｆ・』］：ｊ＝６～１０

として、［ｆ・ｉ］を押したあと［ｆ・』］を押す
と画面上に、

１００×（ｉ－１）＋２０×（ｊ－６）

～１００×（ｉ－ｌ）＋２０×（ｊ－５）

の範囲の行番号のプログラムが表示され、最大で

４００行までを２回のキーインで表示できる。

４．「字種選択レベル」と「プログラム編集レベル」で

のファンクション・キーの機能

４．１字種選択レベル

[ｆ・５］以外は学習対象の文字．記号の選択である。
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鰄繍蝋晨露慧急燃
BF1CIC（プロゲラムサクｾｲｼﾞ､､）レヘ､､ルデハ

[f・Ｉ］：｜＝１．２．３．４，［f･ｊＬｊ=６．７．８．９．１０トツテ
[f・Ｉ]ヲオツテ［f･』]ヲオストツキツキ.ヨウガヒョウゾサレル
iBD､*（i-i)+202*(j-6）～１０２２*（i-1)+2日u＊<j－５）

ｿﾞﾂﾞｺ…ル>Ⅲ陰run…雲霧鬘鵜ﾓﾂﾂｾﾌﾀｸ－>[f･*]

[ｆ・＊]ノチユウシー＞［スペーズキー］

ツキツモシ､､-＞[ｴﾝ舛一］［ｆ･６]＝ｶナBF1CIC（プログ
[ｆ･’]＝キゴウ［ｆ･７]＝ｴｨﾂﾞ［ｆ・Ｉ］：｜＝1.2
[ｆ･ど]＝Ｑ４６９．ノミ［ｆ･８]＝ﾖｳｵﾝ［ｆ・Ｉ］ヲオツテ｜
[f･３]=又ウジ、 [f･９]=ゲク･IルツiBD､*（i-i)+Ｅ

[Ｍ１薑コイ『Ⅲ薑刷り制ﾙﾂ棚Ｗ庇国 「●●

(ａ）

●●●

●

●

●●

ﾖﾊﾘｺｳ･チュウミノー＞［ｆ･５］（＝ｒｕｎ･ｓｔｏｐ）、､｡…､、、、、､…
ﾓﾐﾉ､､.ノゼノ抑一＞［ｆ・＊］・ケ・・テヒヘ･ヒホチカ・・サ..，ツト･ﾇﾉﾏﾑﾓﾗﾙﾛｱｲｳ･ｵﾔﾕﾖﾜｦｺﾆﾐﾘﾈﾙｰ

[ｆ・＊]ノチュウミノー＞［スペーズキー］ユリリリリリｗｗﾘｗリ
リ｣ギ､､ﾉ巴１，，－>[Ｌ'舛一］［f･６]=ｶﾅＮＮ=ｌｌｃ=９f=８カナ+ゲワ+)ルリ+ﾖｳわ
[f･１]=ｷゴウ［f･７]=ｴｲｿﾞ［f・’］：ｉ＝１．２．３．４，［f･』］：ｊ=６．７．８．９．１２トツテ
[f･２]=９４６８ノミ［f･８]=ﾖｳｵﾝ［f・Ｉ]ヲオツテ［f･』]ヲオストリキツキ､､ヨウガヒヨウゾサレル
[ｆ･３]＝ｽﾞｳﾂ､、 ［f･９]=ゲク･｣ルリ１０DB*（i－１)+200*(j-6）～１０m*（i－１)+29Q*(j－５）

【Ｍに｡Ⅱトル朏州ﾙｯ臼ｳわⅢ序■画
､「●●

（ｂ）
図２「字種選択レベル」と「点字表示レベル」での表示画面

中央最下部に動的アイマークが表示ざれ実行速度が直感的に把握できる。またこれはドットプリンターによるハードコ

ピーなので品質はよくない。

(ａ）字種選択レベルこの状態から、左下方の説明にあるファンクションキー：

・字種の選択：［ｆ・’］～［ｆ・４］

［ｆ・６］～［ｆ・１０］

を選択することにより「点字表示レベル」に入る。

これは１回目の字種選択レベルであるが、点字表示レベル後の２回目以降は時間計測の結果が表示される。

または、

.［ｆ・５］の選択：プログラムの実行を中止して

(ＳＴＯＰ)、「プログラム編集レベル」に戻る。

(ｂ）点字表示レベルこれは［ｆ・１０］の混合が選択された状態で画面右下にカナ＋ﾀﾞｸ＋ﾊﾚﾂ＋ﾖｳｵﾝと表示され、同じ行
のＮＮ=11は１１回目のエンターキーインを表し、ｃ=９は左から９番目の文字であること、ｆ=８はプログラムのチェック

用である。

(それ以下の行は「プログラム編集レベル」でのファンクション・キーの簡単な説明である）

・今の状態は墨字「ぴゅ」に対応する点字パターンが「画面・中」と「画面・右」の２つの点字で表現されている。横
長の直線下の1行目にｒ」が、２行目に「上」が、３行目に「１」が白字で表示されている（↓印を注目)。この点
字に対応する墨字以外はすべて赤字で示されている（カラー印刷ではないのでこの図では不明)。
．「エンターキー」をキーインすると次の３つの点字パターンが表示され、上記の説明表示もそれに応じて変更される。
．「スペースキー」をキーインすると「字種選択レベル」に戻る。
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例えば、

［ｆ・’］→［ｆ・６］：０～２０行

［ｆ・ｌ］→［ｆ・７］：２０～４０行

［ｆ・’］→［ｆ・８］：４０～６０行

［ｆ・１］→［ｆ・９］：６０～８０行

［ｆ・ｌ］→［ｆ・１０］：８０～１００行

等が表示され、プログラムの編集が容易になる。

[ｖｆ・２］または［ｖｆ・４］：上記の範囲外あるい

は任意の範囲にたいし随時割りあてることが可能。

日本点字委員会

2）本間一夫：日本点字表記法、

日本点字委員会

(日本点字図書館内)．

第４刷、（1995)、

(日本点字図書館内)．

３）染田貞道：情報処理・数学記号および英語混在文書

用点字エディタ、筑波技術短期大学

テクノレポート４，第４巻、pplO3

‐105(1997)．

４）斎藤玲子：数学点字記号の国際対照表、筑波技術

短期大学テクノレポート４，第４巻、

pplO7-112(1997)．５．あとがき

改良の余地がありまだ完成はしていない。２級英語も

対象としたいしＣ言語にも書き直したい。必要ならばネ

ットでフリー・ソフトウェアとして提供したい。

また本論文の作成にあたり前筑波技術短期大学教授の

染田貞道氏が開発した点訳用辞書：ＡＴＯＫ９￥ＢＲ

Ａ・ＤＩＣを使用して大いに役にたった。

[付記］本ソフト（BASIC言語によるプログラムル、テ

キストファイル）をご希望の方は下記宛にフロッピーデ

ィスク（3.5インチ）代と郵送料（80円）を切手で送っ

てもらえば郵送します。なお、Ｎ88-日本語BASIC(86）

(MS-DOS版、インタプリタ）も組み込んであるのでＭＳ

ＤＯＳであれば稼働します。ＦＡＸ／E-mailでの申込みの場

合、代金は後日で結構です。謝辞

本論文の図面作成にあたりパソコンおよびプリンター

を快く提供された本学科の斎藤玲子助教授、栗原亮助教

授、並びに、ＢＲＡ、ＤＩＣを組み込んで頂いた遠藤純

申込先：305-082lつくば市春日4-l2-7

筑波技術短期大学視覚部情報処理学科

福井郁生

電話0298-58-9572FAXO298-58-9579

E-mailfUkui＠Cs・ktsukuba-techacjp

子技官にたいし感謝をいたします。
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